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(57)【要約】
粒子遮断式の酸素供給マスクは、少なくとも部分的にフ
ィルタ材料から構成されている面体と、面体に装着され
るストラップなどの固着部材と、面体に配置されている
ガス入口ポートとを含む。ガス入口ポートは、任意選択
の一方向弁を含んでいてもよい。マスクは、連続した酸
素流と連結されてもよく、または、部分的または非再呼
吸式のマスクとして使用されてもよい。このマスクによ
って、患者に高濃度の酸素を投与することができると同
時に、患者を、患者の環境のあらゆる接触感染性の可能
性のある浮遊微小粒子から隔離することができる。マス
クはまた、患者によって吐出されるあらゆる接触感染性
の可能性のある小滴またはエアロゾル化された粒子状物
質を、環境に進入し、かつ潜在的に他人を感染させるこ
とから隔離する。
【代表図】　図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも部分的にフィルタ材料から構成されている面体と、
　前記面体を使用者の顔面に固着するために前記面体に装着されている固着部材と、
　前記面体に配置されているガス入口ポートと、
　を備える、粒子遮断式のガス供給マスク。
【請求項２】
　前記ガス入口ポートは、前記面体の外表面に固着されている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ガス入口ポートは、前記面体に取り付けられているフランジ部分を含む、請求項１
に記載の装置。
【請求項４】
　前記マスクに配置されている一方向弁をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記ガス入口ポートに配置されている一方向弁をさらに備える、請求項１に記載の装置
。
【請求項６】
　前記ガス入口ポートに連結されているガス貯蔵バッグをさらに備える、請求項１に記載
の装置。
【請求項７】
　前記フィルタ材料は、ＮＩＯＳＨ　Ｎ－９５規格を満たす、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記一方向弁は、呼気ガスが前記ガス入口ポートを通過することを実質的に防ぐ、請求
項５に記載の装置。
【請求項９】
　少なくとも部分的にフィルタ材料から構成されている面体と、
　前記面体に装着されている固着部材と、
　前記面体に配置されているガス入口ポートと、
　を備え、
　前記面体は、前記ガス入口ポートの外側ピースと内側ピースとの間に挿置されている、
粒子遮断式の酸素供給マスク。
【請求項１０】
　前記ガス入口ポートに一方向弁をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記フィルタ材料は、ＮＩＯＳＨ　Ｎ－９５規格を満たす、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記外側ピースは、吸気ポートを含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記外側ピースは、ガス貯蔵バッグを固着するように寸法決めされているマニホルドを
含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記マニホルドに連結されているガス貯蔵バッグをさらに備える、請求項１３に記載の
装置。
【請求項１５】
　前記吸気ポートは、連続的な酸素流を前記マスクに提供する酸素源と連結されている、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記吸気ポートは、間欠的な酸素流を前記マスクに提供する酸素源と連結されている、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１７】
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　前記一方向弁は、前記マスクの内部に向かって通じている、請求項１０に記載の装置。
【請求項１８】
　前記一方向弁は、呼気ガスが前記ガス入口ポートを通過することを実質的に防ぐ、請求
項１０に記載の装置。
【請求項１９】
　前記内側ピースは、
　開口、および、前記開口にある中央に配置されている弁支持部材を有するベースと、
　前記開口を包囲している弁座と、
　前記弁支持部材に配置されている可撓性の弁部材と、
　を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項２０】
　前記内側ピースおよび外側ピースのうちの一方は、前記面体の開口部を維持するための
複数の付勢部材を備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記内側ピースおよび外側ピースのうちの一方は、前記開口を中心として配置されてい
る２つ以上の整合部材を含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記内側ピースおよび外側ピースのうち他方は、前記整合部材を受けるように寸法決め
されている対応する孔を含む、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　少なくとも部分的にフィルタ材料から構成されている面体を設けることであって、前記
面体がそれに装着される固着部材をさらに含んでいることと、
　嵌合用の内側ピースおよび外側ピースを備えているガス入口ポートを設けることと、
　前記嵌合用の内側ピースと外側ピースとの間に前記面体をはさむことによって、前記ガ
ス入口ポートを前記面体に取り付けることと、
　の各ステップを備える、粒子遮断式の酸素マスクを形成する方法。
【請求項２４】
　一方向弁が、前記内側ピースおよび前記外側ピースのうちの１つに配置されている、請
求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ガス入口ポートを前記面体に取り付けるステップは、圧着工具を使用して行われる
、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記圧着工具は、前記面体の通路を切断するための複数の切断部材を含む、請求項２５
に記載の方法。
【請求項２７】
　前記マスクは、ＮＩＯＳＨ　Ｎ－９５規格を満たす、請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　前記一方向弁は、呼気ガスが前記ガス入口ポートを通過することを実質的に防ぐ、請求
項２４に記載の方法。
【請求項２９】
　嵌合用の内側ピースおよび外側ピースを備えるガス入口ポートを設けることと、
　圧着工具を設けることと、
　前記圧着工具を使用して、前記ガス入口ポートを前記マスクに取り付けることと、
　を備える、粒子遮断式のマスクを改変するためのキット。
【請求項３０】
　前記圧着工具は、
　前記外側ピースの取付け台を含むハウジングと、
　前記ハウジングにスライド可能に配置されており、前記内側ピースの取付け台を含む、
可動式圧着部材と、
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　を備える、請求項２９に記載のキット。
【請求項３１】
　ガス貯蔵バッグおよびフレキシブルチューブのうちの少なくとも１つをさらに備える、
請求項２９に記載のキット。
【請求項３２】
　一方向弁が、前記内側ピースおよび前記外側ピースのうちの１つに配置されている、請
求項２９に記載のキット。
【請求項３３】
　少なくとも部分的にフィルタ材料から構成されている面体を設けることであって、前記
面体がそれに装着される固着部材をさらに含んでいることと、
　フランジ部分を備えるガス入口ポートを設けることと、
　前記フランジ部分を前記面体の表面に接着することによって、前記ガス入口ポートを前
記面体に取り付けることと、
　の各ステップを備える、マスクを形成する方法。
【請求項３４】
　前記フランジ部分は、前記面体の外表面に接着されている、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記フランジ部分は、前記面体の内表面に接着されている、請求項３３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は、一般に、患者への酸素投与のために使用されるマスクに関する。より
詳細には、本発明の分野は、呼吸性小滴、もしくは、たとえばウイルスまたはバクテリア
などの病原菌を含有する他の粒子状物質の散布を軽減するか、あるいは完全に排除する酸
素マスクに関する。
【０００２】
（関連出願に対する参照）
　本出願は、２００６年７月３１日に出願された米国特許出願第１１／４６１，２９１号
、および、２００５年１０月１９日に出願された米国仮特許出願第６０／７２８，０８６
号に優先権を主張するものである。上記の特許出願は、記載されているように本願明細書
において完全に援用されるものとする。
【背景技術】
【０００３】
　多くの伝染病は、被感染体から吐出される呼吸性小滴または他のエアロゾル化された粒
子を介して伝播する。たとえば、水痘、結核、および重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）
は、院内伝播によって感染症を引き起こすことが知られている。高病原性鳥インフルエン
ザ（鳥インフルエンザ）などの他の伝染病も、同様の方法で伝播する。
【０００４】
　気道を攻撃するかまたは気道分泌物に感染性粒子を注ぐ病原体に感染している患者はし
ばしば、咳および息切れなどの呼吸器症状を患い、さらに、肺による血液の酸素付加が減
少する。したがって、これらの感染しており接触感染性の可能性のある患者に対して、多
くの場合、補充酸素が投与されなければならない。市販の現在使用されている利用可能な
ほとんどの酸素マスクは、プラスチックまたはゴムなどガス不透過性の材料でできており
、したがって、咳嗽、会話、または、さらに呼息の間に微視的および肉眼で見える小滴を
通して逃がしてしまう開口ポートを有し、家族および主治医に感染する危険性がある。
【０００５】
　一般に利用可能な酸素マスクでは、空気が呼吸ごとに環境から流入もし、感染性小滴が
患者の近くにあると、患者を感染性小滴に触れさせる可能性がある。このことは特に、易
感染性免疫系がある患者にとって危険となる。というのは、他の健康な人々では軽度の疾
患であるかまたはどんな疾患も引き起こさない生体に触れても、このような患者は重篤の
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病気になる可能性があるからである。このような患者の例としては、幼児又は高齢者（th
ose at the extremes of age）、糖尿病、敗血症、自己免疫疾患、アルコール中毒、癌な
ど重篤の疾患を患っている人々、および、白血病、リンパ腫、固形腫瘍の患者や移植レシ
ピエントなど免疫抑制療法またはがん化学療法を受けている人々である。このような患者
のほとんどは、最も具合が悪く、訪問客および主治医によって運ばれる潜在的な病原性バ
クテリアおよびウイルスによる重症疾患を患うことに対して最も影響を受けやすいときに
、おそらく酸素を受ける。したがって、現在利用されているほとんどの酸素マスクでは、
患者は自己の環境において感染性呼吸性小滴によって感染することから隔離されておらず
、その環境も患者からの感染性小滴によって汚染されることから保護されていない。
【０００６】
　１つの酸素マスクである、ヴィアシスヘルスケア社（ＶＩＡＳＹＳ　ＨＥＡＬＴＨＣＡ
ＲＥ）によって販売されているＨｉ－Ｏｘ８０マスクは、患者の環境からの隔離を提供し
、かつ、酸素を投与しつつ患者による汚染から環境を保護する。感染した呼吸粒子の呼息
を防ぐために、別個のフィルタエレメントをＨｉ－Ｏｘ８０マスクの呼気ポートに配置す
ることができる。吸息時には、患者は、清浄な酸素源からの清浄な酸素か、またはフィル
タを通過した外気を吸う。
【０００７】
　しかし、このＨｉ－Ｏｘ８０マスクは、主として、比較的高濃度の酸素を必要とする患
者のために意図されているものである。Ｈｉ－Ｏｘ８０マスクは、標準的な酸素マスクと
同様のプラスチック製のフェイスマスクを使用するが、患者が弁付きチューブを通して呼
息する時に粒子状物質が通って逃げる孔がない。さらに、Ｈｉ－Ｏｘ８０マスクは、とり
わけ、必然的に装置のコストが増大する複数の弁を含む丈夫な設計を有する。３つの弁を
有する設計は、複雑な連続したガス流を提供し、適切に使用するには相当な専門知識を必
要とするため、訓練されていない人では問題なく実施することができない。
【０００８】
　現在、先進国および発展途上国の両方で、何百万もの人々を感染させる可能性のある世
界的なインフルエンザの汎流行（たとえば鳥インフルエンザ）が勃発するかもしれないと
いう懸念が高まっている。病人のほとんどでなくてもその多くは、ある種の呼吸困難にか
かるであろう。補充酸素が肺機能を維持するのを補助するために投与されてもよいが、フ
ィルタ能力のない従来のマスクは、小滴で運ばれる呼吸性感染の広がりに関与する可能性
がある。たとえば、Ｒ．Ｓｏｍｏｇｙｉらのチェスト２００４年１２５巻１１５５～１１
５７頁（Chest 2004;125;1155-1157）の、「開いた供給マスク対閉じた供給マスクでの呼
吸性小滴の散布：ＳＡＲＳ伝播の影響」（Dispersal of Respiratory Droplets With Ope
n vs. Closed Delivery Masks: Implications for the Transmission of SARS）を参照の
こと。Ｈｉ－Ｏｘ８０マスクがある程度利用されてもよいが、補充酸素を提供するために
パラメディカルおよび医療従事者でない人によって問題なく使用されることができると同
時に、患者を隔離し、かつ、空気中に浮遊する感染する可能性があるかまたは実際に感染
している呼吸性小滴または他の粒子の呼息（および／または吸息）を防ぐことによって、
介護者および他の罹患患者を保護する比較的低コストでありさらに効果的なマスクに対す
る要求が依然としてある。
【０００９】
　このようなマスクは、軽量であり、より長期間の装着が可能であるとよい。さらに、こ
のようなマスクは、保管および搬送が容易であるべきで、このことは大きな流行病が発生
した場合に有用になる。同様に、多量に供給されることができるよう比較的低コストで製
造可能なマスクが求められている。最後に、このようなマスクは、流行病などの集団災害
の場合に、パラメディカル（たとえば初期対応者）および医療従事者でない人による使用
に適しているべきである。上記を考慮したタイプのマスクは、自然に発生する流行病の場
合だけでなく、バイオテロリズムの場合にも使用されることができる。
【発明の開示】
【発明の概要】
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【００１０】
　本発明の一態様では、粒子遮断式の酸素供給マスクは、少なくとも一部分（またはほと
んど全体）がフィルタ材料から構成されている面体と、面体に装着されるストラップなど
の固着部材と、面体に配置されているガス入口ポートとを含む。ガス入口ポートは、酸素
源に接続可能な酸素入口ポートを有していてもよい。
【００１１】
　さらに、粒子遮断式の酸素供給マスクは、ガス入口ポートまたは面体のどこか他の所に
、吸息中に外側からの空気を入れ、マスクの粒子遮断材料を通る流れを介するものを除く
呼気ガスおよび粒子状物質がマスクから離れるのを防ぐことのできる、任意選択の一方向
弁を含んでいてもよい。このマスクは、患者に対して空気中にあるウイルスまたはバクテ
リアによる危険性のない環境にいる接触感染性の患者が酸素を受ける使用を目的とされる
。
【００１２】
　一実施形態において、粒子遮断式の酸素供給マスクは、ガス排気ポートまたは面体に配
置されている任意選択の一方向弁を含んでいてもよく、この一方向弁は、環境における潜
在的な感染性粒子からの隔離を必要とする、酸素を必要としているが他の点では接触感染
性ではない患者に使用するために、フィルタ材料を通してのみ患者が外気を吸入し、環境
に直接に吐出することを強制するものである。
【００１３】
　別の実施形態において、粒子遮断式の酸素供給マスクは、酸素吸気ポートを介してガス
入口ポートに入る酸素が呼息中に収集する任意選択のリザーバを備えたガス入口ポートを
含んでいてもよい。リザーバを備えたガス入口ポートは、酸素入口ポートおよび酸素リザ
ーバに近位である（患者に最も近い）任意選択の一方向弁をガス入口ポートに有してもよ
い。一方向弁は、吸息中に開放して、酸素源およびリザーバに貯蔵されている酸素からマ
スクまで酸素を挿入することができ、呼息中に閉止して、酸素吸気ポートからの酸素をリ
ザーバに流し、かつ呼気ガスが空気吸気ポートに進入するのを制限することができる。
【００１４】
　一実施形態において、粒子遮断式の酸素供給マスクは、少なくとも一部分がフィルタ材
料から形成されている面体と、面体に装着されているストラップなどの固着部材とを含む
。ツーピース（two-piece）のガス入口ポートが面体に配置されており、面体は、外側ピ
ースと内側ピースとの間に挿置されている。一方向弁が、ツーピースのガス入口ポートに
配置されている。たとえば、一方向弁は、呼気ガスがガス入口ポートを介してマスクから
出ることを実質的に防ぐ。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、マスクは、米国労働安全衛生研究所（ＮＩＯＳＨ）Ｎ－９５
規格を満たしていてもよい。
【００１６】
　別の実施形態において、粒子遮断式の酸素マスクを形成する方法は、たとえば酸素、窒
素および二酸化炭素などのガスには透過性であるが、微視的な小滴、バクテリアおよびウ
イルスに実質的に非透過性であるフィルタ材料から主として構成される面体を設けるステ
ップを含み、この面体は、それに装着されるヘッドストラップなど固着部材をさらに含む
。ツーピースのガス入口ポートもまた設けられており、ここでは、第１のピースが面体の
内側に設けられ、第２のピースが面体の外側に設けられている。ガス入口ポートの第１お
よび第２のピースは嵌合され、面体の内部空間にガス入口ポートを設ける。ついで、ガス
入口ポートは酸素源に連結されてもよい。ガス入口ポートは、任意選択の一方向弁と任意
選択の酸素リザーバとを含んでいてもよい。
【００１７】
　本発明のさらに別の実施形態において、粒子遮断式の酸素マスクは、少なくとも部分的
にフィルタ材料から構成される面体を含む。ストラップなどの固着部材が、面体に固着さ
れている。ツーピースのガス入口ポートが面体に固着されていて、この面体は、ツーピー
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スのガス入口ポートの外側ピースと内側ピースとの間に挿置されている。ガス入口ポート
は、ガス入口ポート内に配置されている一方向弁を含む。
【００１８】
　本発明の別の実施形態では、粒子遮断式のマスクを形成する方法は、少なくとも部分的
にフィルタ材料から構成される面体を設けることを含み、この面体は、それに装着される
ストラップなどの固着部材をさらに含んでいる。嵌合用の内側ピースおよび外側ピースか
ら形成されるツーピースのガス入口ポートが設けられている。一方向弁が、内側ピースお
よび外側ピースのうちの１つに配置されている。ガス入口ポートが、嵌合用の内側ピース
と外側ピースとの間に面体をはさむことによって、面体に取り付けられている。
【００１９】
　本発明の別の態様では、粒子遮断式の酸素マスクを形成する方法は、少なくとも部分的
にフィルタ材料から構成されている面体を設けるステップを含み、この面体は、それに装
着される固着部材（たとえばストラップ）をさらに含んでいる。ツーピースのガス入口ポ
ートが設けられており、ツーピースのガス入口ポートは嵌合用の内側ピースおよび外側ピ
ースを備え、一方向弁が内側ピースおよび外側ピースのうちの１つに配置されている。つ
いで、ガス入口ポートは、嵌合用の内側ピースと外側ピースとの間に面体をはさむことに
よって、面体に取り付けられている。
【００２０】
　本発明のさらに別の態様において、粒子遮断式のマスクを改変するためのキットが、ツ
ーピースのガス入口ポートを設けることを含み、ツーピースのガス入口ポートは、嵌合用
の内側ピースおよび外側ピースを含み、一方向弁が内側ピースおよび外側ピースのうちの
１つに配置されている。ツーピースのガス入口ポートをマスクに取り付けるための圧着工
具が設けられている。圧着工具は、ガス入口ポートを形成している嵌合用の内側ピースと
外側ピースとの間に面体をはさむことによって作動する。キットは、フレキシブルチュー
ブおよび／またはガス貯蔵バッグを含んでいてもよい。
【００２１】
　本発明のさらに別の態様において、マスクを形成する方法は、少なくとも部分的にフィ
ルタ材料から構成されている面体を設けるステップを含み、この面体は、それに装着され
る固着部材をさらに含んでいる。フランジ部分を含むガス入口ポートが設けられている。
ガス入口ポートは、フランジ部分を面体の表面に接着することによって、面体に装着され
ている。
【００２２】
　本発明の別の態様では、粒子遮断式のマスクは、少なくとも部分的にフィルタ材料から
構成されている面体を含む。ストラップなどの固着部材が、面体に装着されている。ガス
入口ポートが、面体に固着されている。一方向弁が、マスクに配置されていてもよい。た
とえば、ガス入口ポートは、ガス入口ポート内に配置されている一方向弁を含んでいても
よい。
【詳細な説明】
【００２３】
　図１Ａは、粒子遮断式の酸素供給マスク２の一実施形態を示している。マスク２は、全
体として、粒子を遮断する能力を有するフィルタ材料から少なくとも部分的に形成されて
いる面体４を含む。特定の実施形態において、面体４のほぼすべてが、フィルタ材料から
形成されている。しかし、代替実施形態では、面体４のごく一部、または少しの部分のみ
、フィルタ材料から形成されている。たとえば、面体４は、プラスチックまたは他の硬質
材料から部分的に形成されてもよい。面体４は、より大きなマスク２の構成内に、フィル
タ材料から形成されている１つ以上の領域を有していてもよい。
【００２４】
　フィルタ材料は、ガス（たとえば、空気および二酸化炭素など）に対して浸透性があり
、空気中に存在しているか、または患者が呼吸し、会話し、咳をする間に発生する小滴、
バクテリアまたはウイルスなどの粒子状物質の通過を実質的に遮断することが可能な生地
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、布地、または半可撓性材料であってもよい。ＳＡＲＳや水痘などの呼吸器で運ばれるウ
イルス、または、呼気にある結核菌などのバクテリアに感染している患者では、呼気にあ
る呼吸性分泌物の小滴が、多数の病原菌を含有する。これらの小滴および粒子は、相当な
期間、空気中に浮遊したままであり、他の患者、訪問客または付添人によって吸入される
危険性があり、これによって、感染性粒子をこれらの人々に転移させる。面体４のフィル
タ材料は、マスク２によって、患者の呼息および／または吸息の間の小滴または感染性粒
子の伝播を効果的に遮断する。
【００２５】
　本発明の一態様では、マスク２は、米国労働安全衛生研究所（ＮＩＯＳＨ）Ｎ－９５規
格を満たすように、フィルタ材料が選択される。１つの例として、ミネソタ州セントポー
ルのスリーエム社（3M of St. Paul, MN）から市販で入手可能な手術用粒子マスク（たと
えば型番１８７０および９２１０）を使用して、面体４が形成されてもよい。なお、前述
の市販のスリーエム社の面体４の使用は、１つの例として提供されていることを理解され
たい。他の粒子状物質を遮断する面体４もまた、本願明細書において記載されているマス
ク２に従って使用されてもよい。
【００２６】
　また、図１Ａにおいて、マスク２は、ストラップなどの１つ以上の固着部材６を含み、
この固着部材６は、弾性材料などから形成されてもよく、面体４を使用者の頭部に固定す
る。マスク２は、埋込み式または可撓性のストリップ８を含んでいてもよく、このストリ
ップ８によって、面体４を使用者の鼻梁のまわりにカスタマイズして装着することが可能
になる。
【００２７】
　また、マスク２はガス入口ポート１０を含み、このガス入口ポート１０は、面体４のフ
ィルタ材料と一体的に形成されてもよい。ガス入口ポート１０は、マスク２を通って酸素
が進入する（かつ、いくつかの実施形態では出る）ための手段を設ける。ガス入口ポート
１０は、予形成された面体４のフィルタ材料に固着されている複数の構成要素（たとえば
２つ）のサブユニットとして形成されてもよい（以下により詳細に記載されている）。
【００２８】
　あるいは、ガス入口ポート１０は、マスク２の面体４に固着されている単一の部品とし
て形成されてもよい。たとえば、図１Ｄに示すように、ガス入口ポート１０は、面体４の
外表面に接着されるかまたは別の方法で固定されている。たとえば、ガス入口ポート１０
は、接着剤などによって面体４の外表面に固定されている接着表面１１ａを含むフランジ
部分１１を含んでいてもよい。あるいは、図１Ｅに示すように、フランジ部分１１が面体
４の内側に配置されていてもよい。ついで、フランジの接着表面１１ａは、面体４の内面
に接着剤などを用いて固定されてもよい。
【００２９】
　図１Ａに示す実施形態では、マスク２は、単一流または連続流のマスク２として作動す
る。ガス入口ポート１０は、フレキシブルチューブなどを通って（図示せず）、酸素吸気
ポート１２を介して酸素源（図示せず）に連結されている。酸素源は、たとえば、加圧酸
素含有ガスシリンダ、または壁取付け式酸素栓、あるいは、ニップル（たとえば病院など
で見られるタイプの）または酸素濃縮器を含んでいてもよい。この実施形態では、連続的
な酸素流または呼吸同期された酸素のパルス流が、ガス入口ポート１０を介してフェイス
マスク４の内側に提供される。
【００３０】
　図１Ｂに示す一実施形態では、空気をマスク２から出すことのできる一方向弁１９が、
マスク２またはガス入口ポート１０に追加されてもよく、患者は環境において感染性粒子
から保護されることになるが、マスク２は患者による小滴からその環境を保護することに
はならない。このことは、酸素を受けているが接触感染性ではなく、潜在的な感染性環境
から保護される必要がある患者にとって有用である。弁１９の利点は、弁１９が呼息中に
フィルタ材料にバイパスを形成し、その結果、マスク２から呼気ガスの流れ抵抗を減少さ
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せることである。このような一方向弁１９は、本願明細書において論じられている多くの
実施形態に追加されてもよい。
【００３１】
　図１Ｃに示す一実施形態では、空気をマスク２に挿入することのできる一方向弁２１が
、マスク２またはガス入口ポート１０に追加されてもよい。このような一実施形態では、
患者は、環境にある小滴から保護されることはないが、マスク２は、患者により吐出され
る小滴から環境（およびその環境にいる人々）を保護することになる。この実施形態では
、吸い込まれる酸素の濃度が減少するかもしれないが、患者の吸気率がガス入口ポート１
０への酸素流を超えると、マスクに進入するガスへの抵抗がほとんどない。このような一
方向弁２１は、本願明細書において論じられている多くの実施形態に追加されてもよい。
【００３２】
　図２は、マスク２の代替実施形態を示している。図２のマスク２は、部分的再呼吸マス
ク２として作動する。この実施形態では、酸素貯蔵バッグ１４が、ガス入口ポート１０に
装着されており、および酸素吸気ポート１２とつながっている。ガス入口ポート１０は、
マスク２の内部に開口している。患者からの呼気ガスの中には、ガス入口ポート１０を通
過して、酸素貯蔵バッグ１４に入り、酸素と混合するものもあるかもしれない。しかし、
この実施形態では、患者は酸素を補充され、いかなる外側の粒子または小滴をも吸入する
ことから保護される。患者が感染している場合、患者が産生する感染性の可能性のある小
滴および粒子状物質が、マスク２および／または酸素貯蔵バッグ１４や関連するチューブ
および接続部の内部に封じ込めらる。
【００３３】
　図３は、マスク２のさらに別の実施形態を示している。この実施形態では、一方向弁１
６が、ガス入口ポート１０の近位の（患者に向かって）面に設けられ、リザーバ１４が、
ガス入口ポート１０の酸素吸気ポート１２とつながっている。一方向弁１６によって、吸
息中に酸素が面体４の内部を通過することができる（およびしたがって吸入されることが
できる）ようになるが、呼出ガス（およびあらゆる小滴およびエアロゾル化された粒子）
のガス入口ポート１０への通路を防ぐ。
【００３４】
　したがって、呼気ガスはすべて、面体４の粒子遮断材料を強制的に通る。患者は、酸素
リザーバ１４からガス入口ポート１０を通る清浄な酸素だけを吸入し、酸素リザーバ１４
が空になると、残りの吸気は、面体４を通って濾過される空気からなる。したがって、患
者は環境から隔離され、環境は患者から隔離される。その際、図３に示すマスク２は、非
再呼吸式マスク２として作動する。
【００３５】
　図４、図５、図６、図７Ａおよび図７Ｂは、本発明の一態様によるガス入口ポート１０
のツーピースの構成を示している。この実施形態では、ガス入口ポート１０は、内側ピー
ス１８（図４および図５に最もよく示す）と、外側ピース２０（図６、図７Ａおよび図７
Ｂに示す）とを含む。外側ピース２０は、ガス貯蔵バッグ１４のためのコネクタ２０ａ、
および、酸素源（たとえば酸素吸気ポート１２）への接続のためのコネクタ２０ｂを含ん
でいてもよい。内側ピース１８および外側ピース２０が嵌合様式（図６、図７Ａ、図７Ｂ
）で合わせられる場合、ガス入口ポート１０は、フェイスマスク４に作成される。一態様
において、ガス入口ポート１０の周縁と面体４との間に実質的に気密なシールを形成する
ように、ガス入口ポート１０が面体４内に固着されている。ガス入口ポート１０は、摩擦
嵌合、接着剤を使用して、または、面体４の外表面および内表面にはさまれて、面体４に
取り付けられてもよい。
【００３６】
　図４、図６および図７Ａに最も良く見られるように、内側ピース１８は、２つの整合部
材２２を含む。整合部材２２は、組立中に面体４のフィルタ材料を貫通することを助ける
ために、先端部が鋭くされている。外側ピース２０（図６および図７Ａおよび図７Ｂに示
す）は、整合部材２２の端部を受けるための対応する孔（図示せず）を含む。しかし、２
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つ以上の整合部材２２があってもよいことを理解されたい。さらに、代替として、整合部
材２２は、外側ピース２０に配置されて、内側ピース１８に対応する孔（図示せず）を設
けていてもよい（図示せず）。
【００３７】
　内側ピース１８は、ガス入口ポート１０のための孔または通路を形成するために使用さ
れる複数の切断面２４またはブレードをさらに含む。切断面２４の底部に位置するのは、
複数の偏向部材２６であり、この偏向部材は、マスク２の面体４のフィルタ材料の切断さ
れた領域を偏向させるかまたは押しのけるのに使用される。内側ピース１８は、内側ピー
ス１８の周縁にわたって、１つ以上の隆起部分２８、３０をさらに含み、この隆起部分は
、対応する嵌合面２３（たとえば、戻り止め、タブ、トラフまたは谷）と外側ピース２０
で係合して、内側ピース１８および外側ピース２０をともにロックする。
【００３８】
　図５を参照すると、ガス入口ポート１０の内側ピース１８は、その中に開口部３２およ
び中央に装着されたハブまたはノブ３４を含む。マスク２が一方向弁１６を利用する実施
形態において、弁１６は、ハブまたはノブ２４によって保持されてもよい。たとえば、弁
１６は、弁を外側ピース２０内に取り付けるために使用される中央の孔を備えたプラスチ
ック製またはゴム引き材料でできていてもよい。図５は、破線Ａを示しており、ここに弁
１６が載置される。
【００３９】
　作動中に、弁１６は、矢印Ｂの方向に移動して、ガス入口ポート１０に開口部を作成す
ることができる（たとえば吸気中）。弁１６は、反対方向（矢印Ｃ）に移動すると、ガス
入口ポート１０にシールを形成する。このシールは、フェイスマスク４内部の圧力がガス
入口ポート１０の反対側の圧力を超える場合（たとえば、患者の呼息中または患者が咳を
したりくしゃみをしたりする場合）、ガス入口ポート１０の内部に形成される。その際、
あらゆる小滴または他のエアロゾル化された粒子状物質が、フェイスマスク４の内部に保
持される。本発明の一態様では、弁１６は、ガス入口ポート１０に実質的に気密なシール
を形成する。
【００４０】
　図３に示す実施形態を参照すると、マスク２は、被検者または患者の顔面に配置されて
いる。ついで、ストラップ６が角度調整され、マスク２の顔面への装着（apposition）を
最適化するために延伸して、顔面の皮膚とマスク２との間のあらゆる漏れを最小限に抑え
る。このことには、鼻梁にわたり可撓性ストラップ８を曲げることまたは調整することが
含まれていてもよい。ついで、酸素源が酸素貯蔵バッグ１４とともに、マスク２の酸素吸
気ポート１２を介してガス入口ポート１０と接続される。本発明の一態様では、酸素源は
、酸素吸気ポート１２に連続的に酸素を提供するように設定されている。もちろん、酸素
源はまた、間欠的な酸素源を着用者に提供するように設定されてもよい。
【００４１】
　吸息すると、一方向弁１６が開口し、貯蔵バッグ１４からの酸素がマスク２に入る。マ
スク２の内側と外側との間の圧力勾配、およびフィルタ材料の空気流に対する抵抗によっ
て、マスク２のフィルタ材料を通って流入する空気もある。酸素貯蔵バッグ１４が圧壊し
た場合、残りの吸気は、面体４のフィルタ材料を通って引き入れられる。
【００４２】
　ガス入口ポート１０を介する酸素挿入の抵抗は、マスク２のフィルタ材料を横切る空気
の抵抗よりも一般に低い。その結果、酸素が優先的に最初に吸入され、周辺空気が続く。
これは、酸素貯蔵バッグ１４がなく、酸素が連続的にマスク２に入るよりも高い正味の純
吸気酸素濃度を提供する。最大吸気酸素濃度は、吸息の間ずっと流入されている空気によ
って制限される。マスク２を通る空気流は、マスク２全体の圧力勾配によるが、典型的に
は、面体４のフィルタ材料を通る流れが存在する。
【００４３】
　呼息すると、呼気ガスが、面体４のフィルタ材料を通過する。フィルタ材料の組成物の
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ため、小滴、ウイルスまたはバクテリアが面体４の内部から逃げるのを防ぐ。さらに、一
方向弁１６が閉止して、呼気ガスが酸素貯蔵バッグ１４に入ることを実質的に防ぐ。
【００４４】
　図８は、図３に示すタイプの非再呼吸式マスク２のための、時間を関数とした酸素流量
およびＦＩＯ２（吸気中の酸素率）のグラフを示している。このグラフは、図３に示すマ
スク２が、２Ｌ／分および４Ｌ／分の酸素流量で、通常の酸素マスク（どんな濾過保護も
備えていない）から標準的な８Ｌ／分の酸素流量で予想される吸気酸素濃度を提供してい
ることを示す。
【００４５】
　図９Ａ～図９Ｈおよび図１０Ａ～図１０Ｇは、ツーピースのガス入口ポート１０の別の
実施形態を示している。図９Ａ～図９Ｈを参照すると、ツーピースのガス入口ポート１０
は、マスク２の面体４の内表面に固定されるか別の方法で配置されている内側ピース５０
を含む。内側ピース５０は、全体としてベース５２に形成されている。図９Ｂ、図９Ｄ、
図９Ｇ、および図９Ｈに最もよく示されているように、ベース５２は、わずかに角度をつ
けられた１組の縁部５４を含んでいてもよい。角度をつけられた縁部５４は、内側ピース
５０が面体４の内表面の弓状の性質に合致するのを助ける。ベース５２は内表面５６を含
み、この内表面は、１つ以上の外周の隆起部分５８（図９Ａ、図９Ｃに最もよく示す）を
含んでいてもよい。隆起部５８が、面体４の内表面と内側ピース５０との間に実質的に気
密なシールを形成するのを助けることができる。ベース５２は、ガスがマスク２の作動中
に流れる中央開口６０を含む。
【００４６】
　図９Ａ、図９Ｅ、図９Ｆ、図９Ｇ、図９Ｈに最もよく見られるように、複数の付勢部材
６２が開口６０を中心として配置されている。付勢部材６２は、内側ピース５０の内表面
５６に対してほぼ垂直に向けられている。付勢部材６２は、ガス流のために開放された開
口６０を維持するのに役立つ。たとえば、面体４がフィルタ材料から形成される場合、付
勢部材６２は、面体４に形成されているフィルタ材料を開口６０から遠ざけるかまたは離
すように付勢する。特定の実施形態において、付勢部材が、内側ピースの代わりに外側ピ
ースに配置されていてもよい。マスク２の開口部または開口６０を形成するために、１つ
以上の切断部材（以下により詳細に記載されている）が使用される場合、切断された状態
ではあるがフィルタ材料が残る。面体４のフィルタ材料の切断部は、付勢部材６２によっ
て外側に押される。
【００４７】
　図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ、図９Ｅ～図９Ｈに最もよく見られるように、内側ピース５０
は、内表面５６に対してほぼ垂直に突出している複数の整合部材６４を含む。整合部材６
４は、組立中にマスク２の面体４を貫通するのを助ける鋭くされた先端部６６を含んでい
てもよい。次に図９Ｂ、図９Ｄ、および図９Ｅ～図９Ｈを参照すると、内側ピース５０は
、外表面６８を含む。弁支持部材７０が、可撓性の弁部材７２（図９Ｉに示す）を支持す
るために、開口６０に中央に配置されている。弁支持部材７０は、開口６０の中心近くで
終端し支柱７０ｂに入る、半径方向に向けられた複数のリブ７０ａから形成されている。
支柱７０ｂは、ベース５２に対してほぼ垂直に向けられている。支柱７０ｂは、可撓性の
弁部材７２を不動に固着するために使用される保持部材７０ｃを含む。保持部材７０ｃは
、タブまたは突起部として形成されてもよい。図９Ｂ、図９Ｄおよび図９Ｈに最もよく見
られるように、弁座７４が開口６０を包囲している。弁座７４は、たとえば、１つ以上の
隆起した突起部から形成されてもよい。図９Ｂに最もよく示されているように、弁座７４
は、このような４つの隆起した突起部から形成されてもよい。弁座７４は、一般的に平面
であるか平坦な輪郭を有するので、可撓性の弁部材７２が弁座７４と良好なシールを形成
することができる。
【００４８】
　図９Ｉは、内側ピース５０に固着される可撓性の弁部材７２を示している。可撓性の弁
部材７２は、弁部材７２内に中央に配置されている開口７２ａを含む。開口７２ａは、延
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伸されるか膨張して保持部材７０ｃを支柱７０ｂに装着するように寸法決めされている。
開口７２ａによっていくらかの呼気ガスを通過させることができる一方で、マスク２およ
び一方向弁１６を備えたツーピースのガス入口ポート１０は、呼気ガスがそれを通過する
ことを実質的に防ぐ。さらに、特定の実施形態において、呼気ガスの漏出を防ぐかまたは
軽減するために、マスク２が、マスク２を通って正圧を提供するガス源と連結されてもよ
い。
【００４９】
　図１０Ａ～図１０Ｇを参照すると、ツーピースのガス入口ポート１０は、マスク２の面
体４の外表面に固定されるか別の方法で配置されている外側ピース８０を含む。外側ピー
ス８０は、ベース８２を含む。図１０Ａ、図１０Ｂ、図１０Ｄ、図１０Ｆ、および図１０
Ｇに最もよく見られるように、ベース８２は、わずかに角度をつけられた１組の縁部８４
を含んでいてもよい。角度をつけられた縁部８４は、外側ピース８０が面体４の外表面の
弓状の性質に合致するのを助ける。ベース８２は内表面８６を含み、この内表面は、１つ
以上の外周の隆起部８８（図１０Ａ、図１０Ｃに最もよく示す）を含んでいてもよい。隆
起部８８は、面体４の外表面と外側ピース８０との間に実質的に気密なシールを形成する
のを助けることができる。ベース８２は、ガスがマスク２の作動中に流れる中央開口９０
を含む。
【００５０】
　図１０Ａ、図１０Ｂおよび図１０Ｃに最もよく見られるように、ベース８２は、内側ピ
ース５０の整合部材６４を受けるための１つ以上の孔９１を含んでいてもよい。孔９１は
、組立てた後で内側ピース５０と外側ピース８０との間に摩擦嵌合が形成されるように寸
法決めされていてもよい。あるいは、整合部材６４上の１つ以上のタブまたは戻り止めが
、内側ピース５０を外側ピース８０にロックするために使用されてもよい。
【００５１】
　外側ピース８０のベース８２は、マニホルド９２と連結されている。マニホルド９２は
、管状でエルボ状の部品として形成されてもよい。図１０Ａ、図１０Ｂ、図１０Ｃ、図１
０Ｅ、図１０Ｆ、図１０Ｇに最もよく見られるように、マニホルド９２は、吸気ポート９
４と連結されている。吸気ポート９４は、マニホルド９２の内部と連通しているルーメン
をその中に有する細長い管構造である。吸気ポート９４は、吸気ポート９４の端部９４ａ
がたとえばフレキシブルチューブ（図示せず）と連結されることができるように下方へ角
度をつけられてもよい。その際、吸気ポート９４は、たとえば酸素源（図示せず）などの
ガス源と接続されてもよい。ガス源は、ガス（たとえば酸素）の連続的または間欠的な供
給を患者に提供してもよい。
【００５２】
　図１０Ａ、図１０Ｂ、図１０Ｄ、図１０Ｇに最もよく見られるように、１つ以上の整合
タブ９６が、マニホルド９２の両側面に置かれている。整合タブ９６は、以下により詳細
に記載されている組立工程の間に、圧着工具１１０（以下により詳細に記載する）に外側
ピースを整列するために使用される。整合タブ９６はまた、使用者が整合部材６４の鋭く
された先端部６６に刺されることを防ぐ安全機能として役立つ。
【００５３】
　図１０Ａ、図１０Ｂ、図１０Ｃ、図１０Ｅから図１０Ｇによく見られるように、マニホ
ルド９２は開口部９８で終端している。マニホルド９２の開口部９８は、ガス貯蔵バッグ
１４を固着するのを助ける円周リブ１００またはリップを含んでもよい。ガス貯蔵バッグ
１４は、摩擦嵌合を使用して、たとえばガス貯蔵バッグ１４の開口部を円周リブ１００に
わたり延伸することによって、マニホルド９２の開口部９８に固着されてもよい。テープ
などの接着剤（図示せず）が、ガス貯蔵バッグ１４をマニホルド９２に固定するために使
用されてもよい。
【００５４】
　本願明細書に記載されているマスク２によって、患者に高濃度の酸素を投与することが
できると同時に、患者を周囲のあらゆる接触感染性の可能性のある浮遊微小粒子から隔離
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することができる。マスク２はまた、あらゆる接触感染性の可能性のある小滴またはエア
ロゾル化された粒子状物質を、環境に進入し、かつ潜在的に他人を感染させることから隔
離する。この点に関して、マスク２は、感染する可能性のある粒子状物質の吸気ガスおよ
び呼気ガスの両方を濾過する。マスク２は、既存のＮ－９５規格マスクからの改良である
。というのは、マスク２はさまざまな濃度の酸素の投与を可能にしつつ、Ｎ－９５マスク
のすべての隔離特性を保持するからである。
【００５５】
　さらに、マスク２は、酸素の順送り（sequential delivery）の結果、酸素供給率が増
加する。酸素の順送り、すなわち酸素ついで空気の順番の供給によって、他のマスクによ
る同様の酸素流と比較して、吸気の酸素濃度が実質的に増大する。このことは、酸素が不
足していて（たとえば、実地用途、患者の搬送中、大量の死傷者／感染）、酸素が最初に
使いきってしまう「薬」となることが多い場合に、特に重要となる。
【００５６】
　本発明のさらに別の態様において、従来の粒子遮断式のマスク２に酸素吸入機能を追加
するアダプタキットが設けられてもよい。たとえば、アダプタキットは、マスク２用の接
合面を含んでもよい。接合面は、ガス入口ポート１０、関連するチューブ、および、任意
選択の貯蔵バッグ１４を含んでいてもよい。ついで、ガス入口ポート１０は、既存のマス
ク２の面体４に直接的に取り付けられる。一実施形態では、ガス入口ポート１０が、本願
明細書において開示されているタイプのワンウェーブの（one-wave）弁１６を含んでもよ
い。ガス入口ポート１０は、上述のように、単一ユニットまたは複数の構成ユニットであ
ってもよい。
【００５７】
　この点に関して、アダプタキットは、粒子遮断式のマスク２の独自の在庫品を有する病
院または他の機関に提供されてもよい。地域病院の職員がガス入口ポート１０および関連
する構成要素をマスク２に比較的容易に装着することができるように、アダプタキットは
取扱説明書を含むとよい。粒子遮断式のマスク２は、ＮＩＯＳＨ　Ｎ－９５規格に準拠し
たマスクを含んでもよい。アダプタキットのさらなる態様において、一方向弁１６、１９
、２１がキットの一部として含まれ、マスク２に取り付けられてもよい。
【００５８】
　図１１は、本発明の一態様による、ガス入口ポート１０を形成するために使用される圧
着工具１１０を示している。圧着工具１１０は、本願明細書において、ガス入口ポート１
０の組立と関連して、図９Ａ～図９Ｉおよび図１０Ａ～図１０Ｇに示す内側ピース５０お
よび外側ピース８０などのツーピースの構成によって記載されている。圧着工具１１０は
、可動式圧着要素１１６を受けるための凹部１１４を有するハウジング１１２を含む。ハ
ウジング１１２の近位端は、使用者の親指を受けるため成形されることのできる突合せ部
１１８を含む。可動式圧着要素１１６には、ハンドル１２０が固定されている。ハンドル
１２０は、使用者の指を収容する１つ以上の凹部領域１２２を含んでいてもよい。
【００５９】
　さらに図１１を参照すると、ハウジングは、ガス入口ポート１０の外側ピース８０を受
けるように寸法決めされている取付け台１２４を含む。たとえば、取付け台１２４は、マ
ニホルド９２の整合タブ９６を収容するための１つ以上の凹部を含んでもよい。取付け台
１２４は、ツーピースのガス入口ポート１０の組立中に、外側ピース８０を安全に保持す
る。可動式圧着要素１１６は、その一端に配置されている取付け台１２６を含む。可動式
圧着要素１１６は、ツーピースのガス入口ポート１０の組立中に、内側ピース５０を不動
に固着する。図１１の圧着工具１１０では、１つ以上のブレード１２８が取付け台１２６
に固着されている。１つ以上のブレードは、取付け台１２６に対してほぼ垂直に向けられ
ており、内側ピース５０にある開口６０を貫通する。
【００６０】
　図１１、図１２Ａおよび図１２Ｂを参照すると、圧着工具１１０の操作中、マスク２は
、２つの取付け台１２４、１２６間に配置される。操作者は、通常は親指を突合せ部１１
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８にのせ、指をハンドル１２０にのせて、圧着工具１１０を手に持つ。手を閉じる（銃の
ような方法で）ことによって、可動式圧着要素１１６は、取付け台１２４の方へより近く
導かれる。ついで、１つ以上のブレード１２８が、マスク２の面体４の材料を突き通す。
図１１に示す実施形態では、４つの別個のブレード１２８が、面体４の材料を突き通すた
めに使用されている。ハンドル１２０がさらに押し下げられるにつれて、内側ピース５０
の整合部材６４が外側ピース８０の対応する孔９１に入る。ハンドル１２０はさらに押し
下げられて、内側ピース５０と外側ピース８０との間に面体４をはさむ。したがって、ツ
ーピースのガス入口ポート１０がマスク２の面体４に形成される。
【００６１】
　本願明細書において開示されているタイプの圧着工具１１０は、キットの一部として販
売されてもよい。たとえば、圧着工具１１０は、ツーピースのガス入口ポート１０を形成
するために必要である構成要素とともに設けられていてもよい。キットはまた、チューブ
および／またはガス貯蔵バッグ１４を含んでいてもよい。圧着工具１１０は、ガス入口ポ
ート１０をいかなる数のマスク２に配置するために使用されてもよい。たとえば、キット
は、ガス入口ポートを異なる型式のマスク２に配置するために利用されてもよい。
【００６２】
　代替の実施形態において、内側ピース５０および外側ピース８０は、接着剤を用いて互
いに接続されてもよい。接着剤は、内側ピース５０および外側ピース８０の部分を互いに
直接的に接着するために使用されてもよい。あるいは、接着剤は、内側ピース５０および
外側ピース８０のそれぞれを面体４に直接的に接着するために使用されてもよい。さらに
別の代替の態様では、内側ピース５０および外側ピース８０は、溶接部などを介して互い
に（または面体４に）固着されてもよい。
【００６３】
　本発明のさらに別の代替の態様では、図９Ａ～図９Ｉ、および図１０Ａ～図１０Ｇに開
示されているタイプのガス入口ポート１０は、単一部品の構成に一体化されていてもよい
。この点に関して、可撓性の弁部材７２などが、外側ピース８０と一体化されてもよい。
外側ピース８０は、取付けのためのフランジを含んでいてもよく、ついで、面体４の外表
面に直接的に固定されてもよい。外側ピース８０は、接着剤や溶接などを使用して、面体
４に固定されるかまたは接着されてもよい。
【００６４】
　本発明の実施形態を示し、かつ記載してきたが、本願明細書において論じられているよ
うに、ガス入口ポート、酸素吸気ポート、一方向弁、酸素リザーバのいずれかまたはすべ
て、あるいはいかなる組合せを含むが、特に、ガス入口ポートの製造および取付け、なら
びに、吸気を加湿して薬物を霧状にする装置、および、当業者に知られている他の取付け
物などの追加において、本発明の範囲から逸脱することなく、さまざまな改変がなされて
もよい。したがって、本発明は、請求項およびそれらの同等物以外に制限されるべきでな
い。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１Ａ】粒子遮断式の酸素供給マスクの一実施形態を示す図である。
【図１Ｂ】粒子遮断式の酸素供給マスクの別の実施形態を示す図である。
【図１Ｃ】粒子遮断式の酸素供給マスクの別の実施形態を示す図である。
【図１Ｄ】粒子遮断式の酸素供給マスクの別の実施形態を示す図である。
【図１Ｅ】粒子遮断式の酸素供給マスクの別の実施形態を示す図である。
【図２】粒子遮断式の酸素供給マスクの別の実施形態を示す図である。
【図３】粒子遮断式の酸素供給マスクの別の実施形態を示す図である。
【図４】ツーピースのガス入口ポートのうちの１つのピースの背部側面図である。
【図５】図４に示す１つのピースの前面図である。
【図６】組立てられたツーピースのガス入口ポートの斜視図である。
【図７Ａ】組立てられたツーピースのガス入口ポートの別の斜視図である。
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【図７Ｂ】図７Ａに示すツーピースのガス入口ポートの横断面図である。
【図８】図３に示すタイプの非再呼吸式マスク２のための、時間を関数とした酸素流量お
よびＦＩＯ２のグラフである。
【図９Ａ】ツーピースのガス入口ポートの内側部分の片面の斜視図である。
【図９Ｂ】図９Ａに示すツーピースのガス入口ポートの内側部分の他面の斜視図である。
【図９Ｃ】図９Ａに示すツーピースのガス入口ポートの内側部分の平面図である。
【図９Ｄ】図９Ｂに示すツーピースのガス入口ポートの内側部分の平面図である。
【図９Ｅ】図９Ｄの線Ａ－Ａに沿ったツーピースのガス入口ポートの内側部分の横断面図
である。
【図９Ｆ】図９Ｃの線Ｂ－Ｂに沿ったツーピースのガス入口ポートの内側部分の横断面図
である。
【図９Ｇ】図９Ｃの線Ｃ－Ｃに沿ったツーピースのガス入口ポートの内側部分の横断面図
である。
【図９Ｈ】ツーピースのガス入口の内側部分の側面図である。
【図９Ｉ】図９Ｄに示すツーピースのガス入口ポートの内側部分の平面図であり、その上
に可撓性弁部材が配置されている。
【図１０Ａ】ツーピースのガス入口ポートの外側部分の斜視図である。
【図１０Ｂ】ツーピースのガス入口ポートの外側部分の別の斜視図である。
【図１０Ｃ】ツーピースのガス入口ポートの外側部分の側面図である。
【図１０Ｄ】図１０Ｃの線Ａ－Ａに沿ったツーピースのガス入口ポートの外側部分の横断
面図である。
【図１０Ｅ】図１０Ｃの線Ｂ－Ｂに沿ったツーピースのガス入口ポートの外側部分の横断
面図である。
【図１０Ｆ】ツーピースのガス入口ポートの外側部分の別の側面図である。
【図１０Ｇ】ツーピースのガス入口ポートの外側部分の別の側面図である。
【図１１】本発明の一実施形態による圧着工具の斜視図である。
【図１２Ａ】ツーピースのガス入口ポートをマスクに固定するために使用されている圧着
工具を示す図である。
【図１２Ｂ】ツーピースのガス入口ポートをマスクに固定するために使用されている圧着
工具を示す別の図である。
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